
耳穴式補聴器 
「好楽聴（こうらくちょう） KHB-ITC-D」

充電されない場合:
1. 2つの単4形乾電池は使用済みになっていませんか？
単4形乾電池を交換するか、補聴器本体を充電するためにAC アダプターを使用
してみてください。

2. 補聴器は正しく充電ケースに収納されていますか？
収納状態を確かめて、充電表示灯を確認してください。

3. 補聴器本体は電源ONしていますか？
補聴器の電源がON していることを確かめるためにボリューム・コントロール・
ダイヤルを回転させて、再び充電することを試みてください。

何も聞くことができない場合:
1. 電源はON していますか？
電源をONするためにボリューム・コントロール・ダイヤルを回転させてください。

2. イヤーキャップは耳あかやごみなどで詰まっていませんか？
付属していますクリーンブラシを使用して、イヤーキャップを清掃してください。
水の中でイヤーキャップを洗ったり、クリーナーや溶剤のご使用は控えてくだ
さい。

3. 内蔵充電池が消耗していませんか？
8～12時間充電しても何も聞くことができない場合は、内蔵電池が消耗してい
る可能性があります。内蔵電池は約500回の充電をメドに新しい電池と交換し
てください。

医療機器認証番号 224AGBZX 00085000
類別 機械器具73補聴器
一般的名称 耳穴型補聴器
使用目的/効果効能 身体に装着して、難聴者が音を増幅して聞くことを可能とすること
販売名 耳穴式「好楽聴 KHB－ITC-D」
医療機器のクラス 管理医療機器
電撃保護 内部電源機器、Ｂ形装着部
型式名 UP-6F51
規準周波数 1600Hz
最大音響利得 40dB　±5dB
入力音の入射方向 全方向性
90ｄｂ最大出力音圧レベル 125dB以下
等価入力雑音レベル 25dB以下
全高調波ひずみ 500Hz：4％以下　800Hz：5％以下　1600Hz：5％以下
出力制限装置 内蔵
使用電池の種類、形式、電圧 リチウム充電電池CTL1025　電圧：2.5VDC
電池の電流 0.4mA
電池寿命 連続使用で約6～10時間/1回充電（約500回充電可能）
使用温湿度 10℃～40℃　30％～85％
保存温湿度 －10℃～60℃　30％～85％
補聴器本体サイズ（DｘWｘH） 10.4x14.5x24.8mm
補聴器本体質量 2.4ｇ
充電ケースサイズ（DｘWｘH） 92ｘ77ｘ29.6mm
充電ケース質量 67ｇ（補聴器/電池等の付属品除く）
製造業者 台湾　Huizhou Sanhua Industrial Co., Ltd.
 略号：DigiMax
製造販売業者 

 住所：東京都新宿区西落合3-9-19

次のような症状が表れたときは使用を中止して下さい。

次のような方は、医師の指導を受けてからお使いください。
・お子様が使用される時
・耳の治療を受けている方、治療をしたことがある方

・幼児の手の届かないところに置いてください。万一飲み込んだ場合は、
ただちに医師の相談を受けてください。

・指定の電池を使用してください。発熱、液漏れ、破裂などにより破損の原因
やケガの原因になります。

・電池の＋（プラス）－（マイナス）の極を正しい方向でセットしてください。
発熱や液漏れ、破裂により破損の原因やケガの原因になります。

・長期間（3 ヶ月以上）使用しない時は、電池を取り外してください。
また使用済みの電池はすぐに取り外し、新しいものと交換してください。

・使用済みの電池はお住まいの自治体が定めた方法で処分してください。

必要以上に大きな音で聞かないでください。
※耳を痛める恐れがあります。

MRI（磁気共鳴画像診断装置）診断や電磁波を利用した装置を
使用する診断を受けるときは必ず本製品をはずしてください。

ペットが触れる範囲に置かないでください。
※ 遊んだり、かじったりして故障やトラブルの原因になります。

本製品を装着したままヘアースプレーや香水等、
気化するもののご使用はおやめください。

温度の高いところ（ストーブのそば、車の中など）に
置かないでください。

電池についての安全上のご注意

保管およびお手入れ

免責事項について

■規準周波数レスポンス（測定規格：IEC60118-0） ■利得調整器の変化特性（測定規格：IEC60118-0）
基準周波数 1600Hz
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周波数（Hz）
ボリウム・コントロールレベル
連続可変（低いレベル：3～中間のレベル：2～高いレベル：1）

・本製品は下記のようなところで使用及び保管しないでください。
　○砂、ほこり、ちりの多い場所　○火の近く　○湿ったところ　
　○振動の激しい場所　○高温な場所　○温度・湿度の変化が激しい場所

・使用前及び使用後はイヤーキャップから耳あかなどを付
属のクリーニングブラシで清掃してください。

・補聴器やイヤーキャップは水などで清掃しないでください。

・清掃後はイヤーキャップが補聴器にきちんと装着されているか確認してくださ
い。イヤーキャップをきちんと装着しない状態でご使用になると故障の原因にな
ります。



❶ 補聴器本体（イヤーキャップMサイズ 1個取付け済）…1個
❷ 充電ケース…1個
❸ 交換用イヤーキャップ
　 L（Φ14mm）、M（Φ12mm）、S（Φ9mm）、SS（Φ7mm）…各2個
❹ クリーンブラシ…1個
❺ 単 4 形アルカリ乾電池…2本
❻ ポーチ…1個
❼ AC アダプター（型番：DSC-6PFA-05）

セット内容 充電方法

電話機（携帯電話）を使う際には

イヤーキャップの交換

内蔵電池について

各部の名称

注意：指定（補聴器、型番：UP-6F51）以外の補聴器には決して接続しないでください。

注意：指定（AC アダプター、型番：DSC-6PFA-05）以外の
　　　AC アダプターは決して接続しないでください。

補聴器

充電ケース

イヤーキャップ：
柔軟なシリコンのイヤーキャップ。
交換可能な 4 サイズが付属。

スピーカー

マイクロホン

ボリューム・コントロール：
「○」位置が電源OFF、
時計回りに増加（ON）

常夜灯

クリーンブラシ

充電表示灯

AC アダプター差込口

電源表示灯

本製品は充電ケースに補聴器をセットし充電を行いま
す。補聴器は約 8～12 時間でフル充電され、6～10
時間使用することができます。補聴器の適切な操作の
ためにフル充電してからご使用ください。
①充電ケースに単 4 形乾電池を 2 本セットするか、ま
たは AC アダプターを接続してください。単 4 形乾
電池をセットする場合、電池の＋（プラス）－（マイナス）
を正しくセットしてください。
②補聴器本体のボリューム位置が○（OFF）ではないこ
とを確かめて、常夜灯近くの電気コネクター部が補聴
器のコネクター部と合わさるようにセットしてくださ
い。
③そのまま補聴器を押して寝かせるように倒します。
④補聴器が適切にセットされると充電表示灯が緑色に点
滅し電源表示灯が緑色に点灯します。
⑤充電が完了されますと、充電表示灯、電源表示灯と
も緑色に点灯します。

ポイント

　充電する場合は、ボリュームコントロールは○（OFF）
では充電されませんのでご注意ください。

※電源表示灯が赤色の場合、充電用の単 4形乾電池の
残量が少なくなっています。新しい乾電池に交換して
ください。
※電源表示灯、充電表示灯が点灯しない時は、単 4 形
乾電池の残量がなくなっている、またはACアダプター
が接続されていない場合です。単 4 形乾電池をセッ
トするかまたはACアダプターを接続してください。
※充電用の単 4 形乾電池は充電式ではありません。電
池残量が少なくなりましたら新しい乾電池と交換して
ください。

補聴器の内蔵電池は約 500 回の充電が可能です。電池が消耗してきたら、新しい電池
に交換してください。
内蔵電池が消耗すると、充電を促すように「音」でお知らせします。
補聴器の内蔵電池を交換する際は、販売店にご依頼ください。
内蔵電池を長くご使用いただくためには、使用後は補聴器を充電ケースに収納することを
お薦めします。

本製品には、L（14mm）M（12mm）S（9mm）SS（7mm）サイズのイヤーキャッ
プが同梱されています。ご自分の耳穴のサイズに合わせてご使用ください。またイヤー
キャップは消耗品です。定期的に新しいイヤーキャップに交換してください。

①補聴器にセットされているイ
ヤーキャップを右図を参照し
て外してください

②新しいイヤーキャップの縁を折り返して補聴器に
挿入し、挿入後は縁を元に戻します。

③挿入後は確実に補聴器に装着されているか確認してください。

ボリューム・コントローラーのダイヤルを時計回りに回すと電源が入ります。
補聴器の電源を切る場合は、ボリュームコントローラーのダイヤルを反時計回りに回し、
○の位置まで回すと電源がオフになります。

電源のオン・オフ

①補聴器にイヤーキャップが確実に装着されていることをご確認ください。
②ボリューム・コントローラーのダイヤルを時計回りに回すと電源が入ります。
③ボリュームレベルを低い位置にセットして鏡などで向きを確認しながら（Kenko と表
示されている面が前を向くように装着してください。）耳に装着します。

　（ハウリング防止のため約 5～10 秒遅れて電源が入ります。）
④ご自分の聞こえにあったボリュームレベルに合わせてボリューム・コントローラーの
ダイヤルを回して調整ください。
⑤補聴器の電源を切る場合は、ボリューム・コントローラーのダイヤルを反時計回り
に回し、○の位置まで回すと電源がオフになります。
⑥使用しましたら、補聴器を充電ケースに入れ充電を行ってください。充電を行なう
際は、補聴器の電源がオフの状態ですと充電されませんので、ボリューム・コントロー
ラーのダイヤルをまわし、電源を入れてから充電を行ってください。

補聴器を使用する

LOW
(OFF)

HIGH
(ON)

※ご購入時には、イヤーキャップ
　Mサイズ（Φ12mm）が
　取付けられています。

耳あな式補聴器の場合:
耳あな式補聴器はマイクが耳の中央にあるので、受話器
を耳にあてる位置（高さ）は普通通りです。しかし耳を覆
うように受話器をあてると、少し漏れ出した増幅音をマ
イクに集めやすくしてしまうために「ピーッ！」という
ハウリングが問題になります。

ハウリングの発生を避けるには、補聴器を受話器で覆い
隠さないよう、少し持つ手をひねり、右の図のように受
話器を耳にあててください。
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